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１ 研究主題に関する国語科における基本的な考え方

【国語科における豊かな学び】
児童生徒一人一人が主体的に学びの喜びや楽しさを味わいながら，日常生活や社会生活に，

また社会人として必要な言語能力を確実に身に付けていくことが豊かな学びであるととらえ
た。本研究においては，日常生活や社会生活，また社会人としての必要な言語能力として重視
されている「適切に表現する能力」の育成に視点を置き，教師の豊かな発想のもと授業を構築
し，児童生徒の豊かな学びをはぐくむ授業の在り方について考察することにした。

↓
【適切に表現する能力の育成】

以下のことから 「国語を適切に表現」する能力の育成が現状の課題であるととらえ，自分，
の考えを，自分の言葉で，適切に表現することができる国語科学習指導の在り方について考察
する。

○ 学習指導要領等から
・国語科の目標について 「社会生活に必要な言語能力を確実に育成する」ことを前提とし，
て 「自分の考えを自分の言葉で，積極的に表現することをより重視して 『適切に表現， ，
する能力』を最初に位置付けている 」としており，現在の国語科においては，適切に表。
現する能力の育成を重視することの必要性が示されている。高等学校の目標においては，
「的確に表現し」との表記になってはいるが，趣旨は同様である。
・ 自分の考えをもち，論理的に意見を述べる能力，目的や場面などに応じて適切に表現す「

， 。」る能力 目的に応じて的確に読み取る能力や読書に親しむ態度を育てることを重視する
とあり 「意見を述べる 「適切に表現する」などの能力の育成を重視することの必要性， 」，
が示されている。

○ 読解力向上に関する指導資料（平成17年12月）から
・ 記述式の問題を苦手としていることが明らかになった。この結果は，読む能力にとどま「
らず，書く能力とのかかわりを示唆している。また，このような力は，まさに自ら学び自
ら考えるなど『生きる力』に直結するものであり…」とあり，読解力向上の視点からも，
表現する能力を育成することの必要性が示されている。

○ 中央教育審議会答申（平成20年１月）から
・(ⅱ)改善の具体的事項（小学校）では 「中学年では，調べたことや観察・実験したこと，
を記録・整理し，説明や報告にまとめて書き （中略）高学年では，目的に応じて自分の，
立場から解説や意見，報告を書き」と述べ，同（中学校）では「根拠を明確にしながら自
分の考えを簡潔にまとめて記述したり，多様な文章や資料の形にまとめ，分かりやすく発
表したり」と述べるなど，新しい学習指導要領においても，適切に表現するための活動が
より重視される方向性が示されている。

↓
【適切に表現する能力を育成するための手立て】

児童生徒が主体的に学びの喜びや楽しさを味わいながら，適切に表現する能力を身に付ける
ために，主に次のような手立てを踏まえた単元あるいは授業を構築する。
○ 学習の目的や見通しをもつための工夫
○ 自分の考えを適切に表現するための工夫

・書くことの習慣化を図る活動
・得た情報を整理したり再構成したりして，発信する学習
・語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習

○ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫
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２ 授業研究

【授業研究１】 小学校第６学年「ともに考えるために伝えよう」

－情報を広く取り入れ，整理し，自分の考えを適切に表現するための学習

指導の在り方－

(1) 授業研究のねらい

筆者のユニバーサルデザインについての考えをとらえた上で，身の回りにある公共施設

や物を調べ，ユニバーサルデザインという視点から自分の考えをまとめ，発表する単元で

ある。この単元では，取材したものの中から，書く必要のある事柄を適切に取捨選択した

り，整理したりしながら，相手に応じて自分の考えを書くことをねらいとしている。

本学級の児童は，調べ学習等には真剣に取り組むが，その手立ては図書資料やインター

ネットなど手近なものに頼ってしまう傾向がある。また，まとめる段階においては，調べ

たことを羅列するだけで，調べた内容を適切に取り上げながら自分の考えをまとめること

ができない児童が多い。

そこで，書くことの習慣化を図るとともに，児童がより広く情報を収集し，必要がある

， 。事柄を整理して 相手意識をもって自分の考えを書くことができるようにしたいと考える

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 提案書の作成

ユニバーサルデザインという立場から身近にある公共施設や物を取り上げ，その改

善策や対応策等について提案書を書くという学習課題を設定する。その際，提案する

相手を，友達，親，学校などと明確にし，相手意識をもつことができるようにする。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈書くことの習慣化を図る活動〉

○ 日常の出来事などを継続して書き残す活動

日常生活において，その日の出来事や自分の思いなどをノート１ページ程度に継続

して書き残す活動を取り入れる。このことにより，児童の書くことに対する抵抗感を

払しょくするとともに，効果的な表現を考えたり，書き方を工夫したりしようとする

意識を高めることができるようにする。

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ ユニバーサルデザインに対する理解を深める学習過程

単元の導入段階において，本文を読み取った後，ユニバーサルデザインについて調

べ，発表し，その発表内容について話し合う学習を設定する。その後，ユニバーサル

デザインや話合いによって指摘された点を意識しながら生活する期間を１か月とり，

さらに気付いたことや分かったことなどをメモに残すようにする。このことにより，

児童がユニバーサルデザインを身近なものとしてとらえることができるようにすると

ともに，日常生活の中からも広く情報を収集できるようにする。

○ 考えを整理し，提案書を作成する学習

提案書を書く際には，書きためたメモを見てしまうと，その羅列になってしまうこ

とが予想されることから，メモの活用は最小限にし，できるだけそれを見ずに自分の



関心・意欲・態度 話すこと・聞くこと 書くこと 言語事項
・身近な施設や物に ・調べたことをもと ・自分の考えを伝え ・自分の考えを適切
ついて 「多くの に，自分の考えを るために，必要な に伝えるための語，
人が使えるように 分かりやすく発表 事柄を整理して書 句や相手を意識し
なるように」とい している 発表 いている た語句を考えてい。（ ） 。
う観点から，進ん （提案書） る。
で調べたり発表し ・自分の考えが明確 （発表，提案書）
たりしようとして に分かるように組
いる 立てを工夫してい。（ ， ）発表 観察

る。 （提案書）

次 時 学 習 活 動 ・ 内 容 関 話 書 言
一 １ 教材文を読み，学習の見通しを立てる。 ○
二 ２ ユニバーサルデザインの発想をもって，身の回りの施設や物に ◎ ○

３ ついて調べる。 ○ ◎
４ ○

時間外 ユニバーサルデザインを意識して生活する。
三 １ 調べたことを発表し，話し合って考えを深める。 ◎ ○

２ ◎ ○
３ ◎ ○
４ ◎ ○
５ ◎ ○

四 １ 教科書の文章例をもとに，提案する相手や方法，形式等につい ◎ ○
て話し合う。

２ 第三次の話合いで深まった考えを，提案として分かりやすく文 ◎ ○
章にまとめる。 （本時）

３ 友達同士で読み合って意見を交換する。 ◎ ○
４ よりよい提案となるように加筆や修正をして仕上げる。 ○
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考えを書くようにする。このことにより，児童が，相手に応じて，適切な情報を取り

上げながら，自分の考えを整理していくことができるようにする。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 提案書に対する読み手側からの返事

児童が設定した送り先の相手に対して，提案書に対する回答や意見等をいただける

よう依頼する。その際，簡潔で構わないので，児童の考えや趣旨が伝わったかどうか

にも触れてほしい旨を併せて依頼し，児童が読み手の立場から自分の文章を振り返る

ことができるようにする。

(3) 授業の実践

ア 単元名 ともに考えるために伝えよう

イ 目標

○ 「多くの人が使えるように」なることを考えて，身近な施設や物に関心をもち，進

んで調べたり発表したりしている。 （関心・意欲・態度）

○ 調べたことが友達に分かりやすく伝わるように工夫して発表できる。

（話すこと・聞くこと）

○ 多くの読み手に提案内容が伝わるように必要がある事柄を整理し，組立てを工夫し

てまとめることができる。 （書くこと）

○ 事象や行為などを表す多様な語句について理解することができる。 （言語事項）

ウ 評価規準及び学習計画

(ｱ) 評価規準

(ｲ) 学習計画（13時間扱い）
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エ 本時の指導

(ｱ) 目標 第三次の話合いで深めた内容を，提案として分かりやすく文章にまとめること

ができる。

(ｲ) 準備・資料

提案書用用紙，付せん紙

(ｳ) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価（※は評価）

１ 学習課題を確認し，本時の学習内容を ○ 確認した学習課題を付せん紙に書き，机上に張
確認する。 り付けておくことで，常に学習課題を意識できる

。 ， ，ようにする また 学習後にはノートに張り付け
自分の考えを分かりやすく伝えよう。 学習の一連の流れを明確にできるようにする。

○ 前時の学習内容を振り返り，本時の学習を確認
することで，見通しをもって自ら進んで学習に取
り組むことができるようにする。

２ 本時の学習課題について考える。 ○ 取材メモと第三次で修正した原稿を確認するこ
○ 取材したメモを読む。 とで，よりよい提案書にするための工夫点を明確
○ 情報を整理する。 にするとともに，書きたいという思いをふくらま

せることができるようにする。
３ 自分の考えを伝えるために必要な事柄 ○ 提案書を書く際には，メモの羅列のみになって
と語句を考えながら提案書を書く。 しまったり，自分の考えが形式的になってしまっ

たりしないよう，できるだけメモを見ないで書く
よう助言する。

○ 第三次に発表したこと，生活の中で見たことや
考えたことなどを思い出しながら，再度提案書と
してまとめ直すことで，自分の考えを中心とした
提案書になるようにする。

※ 自分の考えを伝えるために必要な事柄を整理し
て，提案書を書くことができる。

（提案書，観察）
○ なかなか書くことができない児童に対しては，
第三次の発表用原稿を参考にし，それをもとに書
くよう助言する。

○ 書き終わった生徒に対しては，自分の提案書を
見直し，自分の考えが明確に書かれているか，自
分の考えを伝えるための適切な事柄や例を取り上
げているかを見直すよう助言する。

４ 考えた提案書を読む。 ○ 自分が書いた提案書を読み返すことで，相手に
伝えるための適切な語句や例示について再度検討
できるようにする。

５ 原稿を次の時間に読み合うことを予告 ○ 相互に読み合うことで，友達の考えや表現方法
する。 を自分の提案書の中に取り入れることができるよ

うにする。
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(4) 授業の分析と考察

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 提案書の作成

提案書を書くということを目的としたことで，児童は見通しをもつとともに，長時間

の書く活動にも集中して取り組むことができた。また，提案書を送る相手を事前に設定

したことで，その相手に合った語句や表現，自分の考えを分かってもらうための文の組

立てや必要な事柄などを十分に考えることができた。さらに，自分から進んで辞書を活

用したり友達に聞いたりするなどして，よりよい文章表現や適切な語句を十分に検討し

ようとする姿が多く見られた。しかし，相手を意識するあまり，使用する語句や表現に

こだわりすぎてしまい，自分の考えをなかなか述べられない児童もいたことから，相手

意識のもたせ方や推敲の仕方の指導等については，今後の課題であると考える。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈書くことの習慣化を図る手立て〉

○ 日常の出来事などを継続して書き残す活動

当初，書くことに多くの時間を費やす児童の姿が往々にして見られたが，書く回数を

重ねるごとに，課題に対する自分の考えを端的に書くことができるようになってきた。

それは，自分の考えを述べた上で根拠となるものを述べる，根拠を示しながら自分の考

えを述べるなどの考えの述べ方を理解したためであると考える。同時に，短文のみの表

現であったり，文のねじれがあったりしたものが，整った長文を書くことができるよう

になった。また，書く材料はあっても，集中力が途絶えがちな児童が多かったが，本時

， 。の学習での約40分間 全員の児童が提案書を書くことに集中して取り組むことができた

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ ユニバーサルデザインに対する理解を深める学習過程

表１ Ａ児が第２次の段階で書いたメモ（概略）表１はＡ児が第二次の

段階で書いたメモ，表２

はＡ児がその後の１か月

の生活期間の中で書き足

したメモである。第二次

の段階では，資料や教科

書の内容を羅列しただけ

のものであったが，１か

月間，ユニバーサルデザ

表２ Ａ児が１か月の生活期間の中で書いたメモ（概略）インを意識して生活した

ことで，身の回りにある

施設やそこに備え付けら

れている物等が具体的に

取り上げられていたり，

「階段の段差はできるだ

けなくした方がよい 」。
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加えられたりしている。また，自分の考えを書いた以降には，メモの内容が自分の考え

を補うための内容や事実等に統一されてきていることが分かる。他の児童についても同

様の傾向が見られ，身の回りの施設や物に目を向けるとともに，多くの情報を収集する

。 ， ，ことができた しかし ただ事象を書きとめるだけのメモになってしまったものもあり

今後は自分の考えを述べるための情報の収集という観点での指導を一層充実していくこ

とが大切であると考える。

○ 考えを整理し，提案書を作成する学習

資料１ Ａ児の提案書資料１はＡ児の提案書である。

「門や階段の段差をなくす必要が

ある 」という自分の考えを明確。

にし，表１，２にあったメモの中

から，自分の考えを伝えるために

必要と考えるものを取捨選択して

用いている。これには，１か月の

生活期間において自分の考えや情

報が整理され，メモをできるだけ

見ずに自分の考えを再構成したこ

とが起因していると考える。他の

児童についても，単なる調べたこ

との羅列ではなく，頭括式や尾括式など文章の構成は様々ではあったが，自分の考えと

その理由となる事象等を述べることができており，得た情報を整理し，自分の考えを明

確にして提案書を作成することができたと考える。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 提案書に対する読み手側からの返事

提案書に対する返事をもらった児童からは 「自分の考えを分かってもらえた 「提， 。」，

案書を書いてよかった 」などの感想が聞かれ，自分の学習の成果を実感したり，学習。

したことに対して達成感を感じたりすることができたと考える。

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・書く活動を継続的に取り入れたことで，児童の書くことに対する抵抗感を払しょくし，

習慣化を図ることができた。

・児童自身の生活との関連を図ったり，考えを深めたりする時間を設定したことで，学習

内容を身近な問題としてとらえ，自分の考えを整理することができた。

・自分の考えを整理する期間を設定するとともに，メモから離れて自分の考えを再構成し

たことで，情報を適切に取り上げ自分の考えを明確にすることができた。

イ 今後の課題

文章全体の構成や読み手の関心を喚起する書き出しや効果的な組立てを理解するための

学習や筆者の考えや根拠を客観的にとらえ，自分の意見を述べたり文章を再構成したりす

るなどの読むことと書くことの関連を図った学習について検討し，授業実践に努めていき

たい。

Ａ児の提案書

学校の階段で工夫があったらいいと思います。

学校には，車いすの人はいないけれど，足をけが

してしまった人などが上手にのぼれるように，ふ

つうの階段ではなく，登りやすいちょっとした坂

をつくればいいのではないかと思います。普通の

階段も必要だから半分に分けて作ればいいと思い

ます。学校の行事などでも車いすの人たちが見る

ことだってできると思います。
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【授業研究２】 小学校第２学年「じょうずにならべて！せつめい名人」

－時間的な順序，事柄の順序を考え，自分の伝えたいことを適切に表現す

るための学習指導の在り方－

(1) 授業研究のねらい

教科書教材を用いた順序に気をつけて正しく読み取る学習を踏まえ，自分が伝えたい内容

を時間や事柄の順序を意識しながら，文章にまとめて表現するという特設単元である。この

単元では 「順序が分かるように 「語や文の続き方に注意して」に視点を置き，相手に正， 」，

しく伝えることができるように書くことをねらいとしている。

本学級の児童は，日々の生活の中で何かを説明する場面に遭遇したとき，思いつきで表現

したり時間的な順序が前後してしまったりして，内容を相手に正しく伝えられないことが多

い。また，複数の事柄を説明する場面においても，ただ羅列するだけにとどまり，順序性を

意識して表現できていない児童が多くみられる。

， ，そこで 児童が文章を分かりやすく伝えるためには順序が大切であるということに気付き

さらには，語や文の続き方や一文の長さ，書くべき内容や必要な事柄を整理することを意識

して自分の考えを書くことができるようにしたいと考える。

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 異学年児童への紹介文の作成

１年間の学校行事を１年生に紹介するための文章を書くという設定にし，相手や目的

を意識して文章を書いたり見直したりすることができるようにする。

また，学習計画では，２段階の目的を設定する。

・カードを操作するゲーム的な活動を通して，文や語の並び方について理解を深める。

・１年生が読んで分かりやすい紹介文を書く。

これは，低学年の学習意欲を持続させながら，学習のねらいを一つ一つ確実に押さえ

ていくための工夫である。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 時間や事柄の順序を具体的にとらえられる題材の選定

「はじめに 「次に 「それから 「最後に」の四つの語を提示することで時間的」， 」， 」，

順序への意識を高める。分かりやすく伝えるために，これらの語が必要であることにつ

いて理解し，正しく使えるようにする。

教科書教材「たんぽぽ （東京書籍）では，たんぽぽの一生を時間的順序に沿って述」

べているが，順序を表す言葉は入っていない。そのため，順序を意識して文章を読んだ

り書いたりできるように，実際に児童が体験した事柄や，生活経験を容易に想起できる

ような題材を用いることとする。

○ 文章の組み立てを考える学習

時間や事柄の順序が文章を書く上で大切であることを理解できるようにするために，

複数のワークシートを用いて，文章を組み立てる学習を行う。その際，抵抗なく学習を

始められるよう，カード並べなどのゲーム的な活動を取り入れるようにする。
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○ 伝えたいことを整理する学習

紹介文の題材は，１年生のアンケートをもとに，１年生が教えてほしいと思っている

上位五つの中から各自が選択する。そして，行事について思い付いたことを１枚のカー

ド(事柄カード)に書く。このことで，書けない不安を取り除き，自信をもって学習に臨

めるようにする。次に，書く順序にカードを並べてワークシートに張り付ける学習を取

り入れる。さらに，同じ行事を選択した児童同士で情報交換の時間を設け，カードの見

直しや修正が容易にできるようにする。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 単元ノートの作成と１年生からの感想

学習後に，本単元で用いたワークシートをまとめて一冊の単元ノートにし，学習の成

果に対する実感が得られるようにするとともに，以降，文章を書くときの手順を確認す

る手引き的な役割も果たせるようにする。

また，できあがった紹介文を１年生に読んでもらい，感想を書いてもらう。その際，

ねらいに即した観点で書いてもらうよう依頼し，読み手の立場から自分の文章を振り返

るための手がかりとして用いることができるようにする。

(3) 授業の実践
ア 単元名 じょうずにならべて！せつめい名人
イ 目標
○ どんな事柄がどんな順序で書かれているのかについて関心をもち，進んで読んだり書いたりし

。 （ ）ようとする 関心・意欲・態度るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる。
， 。（ ）○ 説明したい事柄の順序を考えながら 語や文の続き方に注意して書くことができる 書くこと

， ， 。 （ ）○ 時間的な順序 事柄の順序などを考えながら 内容を読み取ることができる 読むことるる。
， 。 （ ）○ 指示語や接続語 時間の経過を表す語の使い方に気付くことができる 言語事項るるるるる。

ウ 評価規準及び学習計画

関心・意欲・態度 書くこと 読むこと 言語事項
・説明文について，ど ・分かりやすく伝えるため ・時間的な順序，事柄 ・指示語や接続語の使
んな事柄がどんな順 に，説明したい事柄の順 の順序を考えながら い方や，題材の配列
序で書かれているか 序を整理して書いている｡ 内容の大体を読み取 の仕方など，分かり
を考えて，進んで読 (ﾜｰｸｼｰﾄ) っている。 やすく伝えるための
んだり書いたりしよ ・分かりやすく伝えるため 観察・発表 語の使い方を考えて（ ）
うとしている。 に，文章の組み立てをふ いる。

（ ）( ･ ･ﾜｰｸｼｰﾄ) まえて，語や文の続き方 発表・ﾜｰｸｼｰﾄ観察 発表
を工夫して書いている。

(ﾜｰｸｼｰﾄ)

(ｲ) 学習計画（７時間扱い）

次 時 学習活動・内容 関 書 読 言
一 １ 教材文を読み，学習の見通しを立てる。 ◎ ○
二 １ 順序を変えた文章を読み，順序の大切さについて考える。 ○ ◎

２ バラバラになった絵や文章を時間的順序に従って再構成する。 ○ ◎
３ 順序を表す言葉を正しく理解し，それを適切に用いて文章を書く。 ◎ ○

三 １ 自分が伝えたい内容を決め，取り入れたい事柄をカードに書く。 ◎ ○
２ カードを並べ替え，順序を表す言葉を取り入れて文章を書く （本時） ◎ ○。
３ 友達同士で読み合って，修正する。 ○ ◎

事 ＊ 自分が書いた文章を異学年児童に読んでもらい，それに対して返事を ◎ ○
後 もとに学習の振り返りを行う。



- -9

エ 本時の指導

(ｱ) 目標 事柄カードを並べ替え，順序を表す言葉を取り入れ ，分かりやすく文章にまて

とめることができる。

(ｲ) 準備・資料

事柄カード，順序を表す言葉カード，紹介文作成用紙，掲示資料

(ｳ) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価（※は評価）

１ 本時の学習課題をつかむ。 ○ 本時は，前時に記入したカードを並べ替え
て，文章にまとめる時間であることを確認す

じゅんじょをあらわすことばを入れ る。
て，わかりやすい文しょうを書こう。 ○ 第二次の学習でできるようになったことを

計画に示すことで，自信と意欲をもって学習
に取り組めるようにする。

２ 前時までの学習を振り返り，順序を表 ○ 第二次に学習した文例を提示して確認する
，「 」，「 」，「 」，す言葉，つなぎ言葉について確認する。 ことで はじめに つぎに それから

「さいごに」の四つの言葉の順序とその効果
について想起することができるようにする。

３ 伝えたい内容の構成について，時間や ○ 事柄の順序を並べる際には，順序を表す語
事柄の順序を想起しカードを並べ替える のカードと組み合わせて並べるようにする。。

○ 事柄カードの枚数が多い児童に対しては，
書こうとする題材に必要な事柄とそうでない
事柄とを区別するよう助言する。

４ 並べ替えたカードをもとに，必要な語 ○ 項目のみの箇条書きになっているカードを
句を補いながら紹介文を書く。 文章形式にするには，どのような言葉を補っ

。 ，たらよいかを考えられるようにする その際
１年生が読むということを考慮し，難しい語
句が使われていないことも確認するよう助言
する。

※ 時間的な順序，事柄の順序に気を付け，分
かりやすい文章を書くことができる。

（ ）紹介文・観察
○ なかなか書くことができない児童には，第
二次の学習で，順序についてどのようなこと
に注意して書いていたかを想起するよう助言
する。

○ 書き終わった児童には，自分の紹介文を読
み返し，順序を表す言葉が適切に使われてい
るか，語と語，文と文の続き方が分かりやす
いものとなっているか見直すよう助言する。

５ 本時の学習を振り返り，次時の学習課 ○ 次時は，グループ内で相互の紹介文を読み
題を知る。 合うことで，分かりやすい文章の条件や，言

葉の使い方について確かめることを伝える。
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(4) 授業の分析と考察

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 異学年児童への紹介文の作成

１年生に学校行事を紹介するための文章を書くという設定にしたことで，児童は相手

意識，目的意識を明確にもち，楽しみながら抵抗なく学習に取り組むことができた。

また，書いた文章を読んでもらう相手を下学年にしたことで，文章中に用いる語や文

の吟味も十分に行われた。第二次で行った順序を表す言葉についての学習も 「１年生，

に分かりやすい文章を書けるようになるために」という最終的な目標へと結び付いたた

め，児童が見通しをもち，意欲を持続させて学習することにつながったと考える。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 時間や事柄の順序を具体的にとらえられる題材の選定

本単元の前に学習した「たんぽぽ （東京書籍２年上）には，順序を表す言葉は用い」

られていなかった。しかし，第２学年の「読むこと 「書くこと」の内容から，時間」，

や事柄の順序を表す言葉を理解し使えるようにすることは重要であり，分かりやすく正

しく伝えるためには不可欠のものであると考え，本単元で取り扱うことにした。

（ ）資料１は，文を正しい順序に並べ替 資料１ 文を並び替える学習場面での板書 一部

える学習場面の板書である。掲示物上

部にある順序を表す言葉は，並べ替え

をしていく中で，児童が発した「最初

はこれでしょ 「その次は 「そ。」， 。」，

れから続くのは 「それじゃ，これ。」，

が最後だね 」という言葉を書き出し。

たものである。児童は，並べ替えの学

習をしながら発した言葉が，実は文の

順序を表すつなぎ言葉であり，文章を

分かりやすく構成するために重要なの

だということに気付くことができた。

特に，多くの事柄を説明する場合，事

柄をただ羅列するだけで，順序性を意識しなかった児童が，順序を表すつなぎ言葉を使

うことによって，事柄を整理し，分かりやすい文章を書くことができるようになった。

○ 文章の組み立てを考える学習

低学年児童が「書けない」のは，作文の題材に選んだ自分の体験の記憶を呼び起こせ

ないこと，時間的経過を自分でうまくたどれないことなどが起因していると考える。そ

こで，今回の学習では，児童の実体験により近く，順序性が想起しやすい題材を選び，

順序どおりに文を並べて全体を構成する絵カードやワークシートを取り入れた。また，

意図的に順序を変えた文章を用意し，それを音読することで，順序が違うと意味が分か

りにくくなることに気付くことができるようにした。

低学年という発達段階を考え，生活に即した身近な題材を選んだことにより，児童は

， 。自分の実体験を想起し 時間や事柄の順序を整理しながら文章を構成することができた
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○ 伝えたいことを整理する学習

前段階の学習を踏まえて，１年生に学校行事の紹介をする作文を書いた。行事におい

ては，どのような準備をし，どのような経過を経て当日を迎えるのか，順序に従って書

資料２ 「事柄カード」を並べたワークシートくことを条件とした。資料２は，

自分が伝えたい内容を「事柄カー

ド」に書き，順序にしたがって並

べたワークシートである 「事柄。

」 ，カード は１枚につき１事象とし

思いつくままに書いていく。そし

て，その中から特に大切な４枚を

選び，順序を考え，並べて張って

いった。使わなかったカードは裏

面に張って残した。この学習は，

書くことを選び，整理する上で，

効果的であったと考える。

段階を踏んだ後に作文を書いたので，順序を表す言葉を正しく使うことができた児童

が大半であり，普段作文を完成させるのに非常に時間がかかる児童も，ワークシートを

見ながら，自分の伝えたいことを整理して，容易に書くことができた。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 単元ノートの作成と１年生からの感想

本単元で使ったワークシートを「単元ノート」として，まとめて一冊の冊子にした。

， 。今後 作文を書く際の手引きとしての機能ももたせることができると考えたからである

また，完成した紹介文を１年生に読んでもらい，感想をもらった。１年生の感想を読

んだ児童からは 「順序よく分かりやすいとほめてもらえてよかった 「早く行事を， 。」，

やりたいと思ってもらえてよかった 」などの感想が聞かれた 「お家の人にも読んで。 。

もらいたい 」という声もあり，児童は，自分の学習の成果を実感し，書くことへの抵。

抗を払しょくし，自信をもつことができたと考える。

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・下学年児童に紹介文を書くという設定にしたことで，相手意識，目的意識を明確にし，

楽しみながら抵抗感なく学習に取り組むことができた。

・児童の実体験により近い，かつ順序性が想起しやすい題材を選択して書くことで，学習

内容を身近なものとしてとらえ，時間や事柄の順序の重要性を考えることができた。

・事柄カードを用いて，自分の伝えたい事柄を選んで整理したり並べ替えたりする時間を

設定したことで，必要な情報を取り出したり，時間や事柄の順序を考えて文章を構成す

ることができた。

イ 課題

順序を表す言葉を生活の中で活用できるようになることが大切である。また，一段落中

の文に自分の言葉で付け足しをし，さらに詳しくするなど，話すこと・聞くことの指導と

の関連も図っていきたい。
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【授業研究３】 中学校第２学年「伝えよう私の思い，受けとめようあなたの思い『フォト

五七五を書こう 」』

－語感を磨き，語彙を豊かにし，自分の思いを適切に表現するための学習

指導の在り方－

(1) 授業研究のねらい

１枚の写真を題材として，その写真から感じ取った様子や雰囲気，自分の思いなどを俳句

や川柳にし，その創作した俳句や川柳を写真に書き込み 「フォト五七五」という作品を作，

成する単元である。この単元では，事象や行為などを表す多様な語句についての関心や理解

を深めるとともに，豊かなものの見方や考え方を自分自身の中に形成したり，語感を磨いた

りすることをねらいとしている。

本学級の生徒は，全体的に創作活動に対する関心が高く，物語や詩歌などを書きたいとい

う思いもおう盛である。しかし，様子や思いを適切に表す言葉や語句を深く検討せず，一般

的な言葉や語句を安易に使用してしまう傾向が見られる。

そこで，生徒が多様な語句についての関心や理解を深めるとともに，自分の思いを適切に

伝えるためには，どのような語句が適しているのかを考える学習を通して，生徒の語感を磨

き，語彙を豊かにしていきたいと考える。

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 句会の実施と俳句の例示

単元の終末に学級で句会を実施するとともに，学年で「フォト五七五コンクール」を

開催するという学習計画を設定する。また，俳句や川柳を例示し，十七音という短い文

の中で自分の思いを適切に伝えるためには，一語一語を十分に検討することが大切であ

ることを実感としてとらえられるようにし，必要感をもって学習に取り組むことができ

るようにする。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習〉

○ 写真と俳句とを結び付ける学習 ～フォトカルタⅠ～

， ，４枚の写真とともに俳句を１句示し その俳句にある語句の一つ一つを検討しながら

どの写真を詠んだ俳句なのかを考える学習を行う。このことにより，適切な語句を使用

することで，様子を適切に言い表すことができたり，逆に様子や思いを適切に表現する

ためには語句や言葉の十分な検討や多様な語句を理解したりすることが必要であること

に気付くことができるようにする。

○ 写真と俳句とを結び付ける学習 ～フォトカルタⅡ～

１枚の写真に対して，その写真の様子をそれぞれ違う視点から詠んでいる俳句や川柳

を５句提示し，その中から写真の様子を適切に表現していたり，視点の置きどころがよ

いと思う作品について意見交換を行う。このことにより，一つの様子を言い表すにして

も，多様な視点や語句があることに気付くことができるようにする。

○ 写真に適した一語を考える学習

１枚の写真とともに，その写真を詠んだ俳句から様子を言い表す語句の部分を空欄に



関心・意欲・態度 書くこと 言語事項

・写真からイメージしたこと ・写真と文章を関連させた表・自分で用意した写真や友達の
を，適切な語句を考えなが 現の効果を理解している。写真からイメージした俳句や
ら短い言葉で書こうとして （作品）川柳を書いている 作品。 （ ）

・互いの作品を読み，書き手のいる。
言語感覚やものの見方・感じ（発表・ワークシート・自己評価
方について感想を書いてい表）

）る 発表･作品･ワーク。（ シート
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したものを示し，その写真の様子を言い表すために，その空欄にはどのような語句をあ

， 。 ，てはめることができるのかを 話合いによって考えていく学習を行う このことにより

同じ様子や風景をとらえる場合であっても，多様な語句や表現があることに気付くこと

ができるようにする。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ ミニ句会

生徒が創作した作品の中からよいと思う作品を選び，その理由を発表するとともに，

その作品の作者から，解説や思いを聞く学習を行う。さらに，俳句・川柳に用いた語句

について「なぜ，その語句を用いたのか 「別な語句はないのか 」などという観点。」， 。

からの意見交換も行い，生徒が一層語句についての理解を深めたり語感を磨いたりでき

るようにする。

(3) 授業の実践

ア 単元名 伝えよう私の思い，受けとめようあなたの思い「フォト五七五を書こう」

イ 目標

○ １枚の写真から感じたことを，豊かな発想で十七音で表現しようとする。

（関心・意欲・態度）

○ 自分の伝えたい思いを明確にして，十七音の短文にまとめることができる。

（書くこと）

○ 様子や気持ちを表す多様な語句について理解し，自分の思いを言い表す適切な語句を

考えることができる。 （言語事項）

ウ 評価規準及び学習の計画

(ｱ)単元の評価規準

学習計画（６時間扱い）(イ)

次 時 学 習 活 動 ・ 内 容 関 書 言

一 １ 学習計画を作り，見通しをもつ。 ◎ ○
写真からイメージしたことをもとに，イメージマップを作成する。

二 １ 自分が選んだ写真をもとに俳句や川柳を書く。 ○ ◎

２ 複数の写真をもとに俳句や川柳を書く。 ○ ◎

３ 作品を読み，様子を表す語句などについて考える。 （本時） ○ ◎

４ ミニ句会を開き，作品を鑑賞し感想を書く。 ○ ◎

三 １ 学年「フォト五七五コンクール」に向けての作品づくりをする。 ◎ ○
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エ 本時の指導

(ｱ) 目標 フォト五七五をもとに，様子などを表す多様な語句を理解することができる。

(ｲ) 準備・資料

ワークシート，作品，掲示資料

(ｳ) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価（※は評価）

１ 本時の学習課題を確認する。 ○ 学習計画表をもとに確認し，学習課題を明確に
して，学習の見通しをもって取り組めるようにす

写真の様子に合った言葉を考えよう。 る。

２ 様子を表す語句について考える。 ○ フォトカルタを行うに当たっては，写真はカラ
○ 俳句が詠んでいる写真を考える。 ー印刷をして全生徒に配付するとともに，プロジ

（フォトカルタⅠ） ェクターで投影し，色合いや雰囲気も感じ取れる
ようにする。
○ 生徒の作品及び正岡子規の俳句を鑑賞する。
○ 本時において，俳句と写真とをどのように関連
付けて考えればよいのかを具体的に理解できるよ
う，４種類の写真と俳句を１句提示し，どの写真
を詠んだものなのかを考える学習を行う。また同
時に，ミニ句会に向けて作品鑑賞の仕方も理解で
きるようにする。
○ 俳句に表現されている一語一語を検討すること
で，どの写真なのかを選択することができること
を強調し，適切な語句を用いることの必要性に気
付くことができるようにする。
○ なぜその写真を選んだのかを，俳句の語句と関
連させて述べるようにし，常に俳句の一語一語に
着目できるようにする。

○ １枚の写真の様子を詠んだ五つの俳 ○ 五つの句と１枚の写真をつなげるゲームをし，
句について考える。 書き手によって一つの写真であっても異なったイ

（フォトカルタⅡ） メージや視点があることに気付くことができるよ
うにする。
○ 使う語句によっては写真のイメージにそぐわな
い場合もあることに触れ，語句を十分に検討する
ことの大切さを再認識できるようにする。

○ 写真の様子に合った語句を考える。 ○ たんぽぽを写した写真と「蒲公英の のごと□
く咲きにけり」という俳句を示し， に入れる□
語句を考えることで，同じ様子や事象であっても
多様な語句があることに気付くようにする。
○ 考えた語句を理由を添えて発表し合うことで，
様々なイメージや語句があることを理解するとと
もに，自分の思いを伝えるためには語句を精選す
ることが大切であることに気付くことができるよ
うにする。
※ 様子を表す多様な語句を理解することができる｡

（発表，ワークシート）
○ なかなか理解できない生徒に対しては，友達が
考えた語句を聞いてみるとよいことを助言する。
○ 理解を深めた生徒に対しては，身の回りの事象
を表す語句を数多く考えてみるよう助言する。

３ 友達の作品を鑑賞する。 ○ グループごとに，それぞれ自作以外の２句を選
， 。○ 友達の作品を読み，感想を書く。 句し ワークシートに感想などを書くようにする

○ 感想を発表する。 また，３色の付せん紙に作品のよさ（青色）や心
に残った言葉（黄色 ，質問したいこと（桃色））
を書き，作者に手渡すことで，自分の作品を客観
的に評価できるようにする。

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習を ○ 友達の作品のよさを中心に話し合うよう助言す
確認する。 る。

○ 次時はミニ句会を開き，その際の講評をもとに
学年「フォト五七五コンクール」に向けた作品づ
くりをすることを確認する。
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(4) 授業の分析と考察

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 句会の実施と俳句の例示

単元の終末に句会を実施することを予告し，学習の目標を明確にするとともに，例示

した写真をもとにしたイメージマップづくりを通して，一つの様子を言い表すにしても

多様な語句があるということに気付き，学習を始めることができた。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習〉

○ 写真と俳句とを結び付ける学習 ～フォトカルタⅠ～

資料１ フォトカルタⅠ 資料２ フォトカルタⅡ資料１は，写真の

右に示した俳句はど

の写真を詠んだもの

なのかを考える「フ

ォトカルタⅠ」のワ

ークシートである。

「夏のグチ」に着目

した生徒は，夏の風

景を感じる「イ」と

エ に注目し 反「 」 ，「

応なし」に着目した

生徒は，無表情に近

「 」 。い ア に注目した

，「 」その後 反応なし

は無表情を指してい

るのではないとの発

言があり 「イ」と，

「エ ，とりわけ表」

情がよく見て取れる

「エ」であろうとの結論に達した。その後，高校球児を詠んだ俳句，また，精選された

言葉や語句に触れる上で，正岡子規の俳句を取り上げ話合いを行った。このことで，生

徒は一つの様子を表現するための言葉や語句の大切さに気付くことができた。しかし，

示す写真については，季節感や動き等のイメージを膨らませることに困難な点があった

ことから，ビデオ映像や実際の風景の活用なども検討していく必要があると考える。

○ 写真と俳句とを結び付ける学習 ～フォトカルタⅡ～

資料２は，上部に示した写真を表現するのにどの俳句がよいかを，ア～オの中から選

ぶ「フォトカルタⅡ」のワークシートである。これは，一つの風景を詠むにしても様々

な視点があることに気付くために用いたものである 「ア」では「波高く」に 「オ」。 ，

では「大きな波」に着目した上で，この２句の表現は風景にそぐわないとのことから最

。「 」，「 」，「 」 ， ，初に除外された イ ウ エ については どれも様子を表した俳句ではあるが

「イ」の「涼しそう 「ウ」の「自分と 「エ」の「人が」に着目した上で 「イとエ」， 」， ，
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は風景を見ている 「ウは自分がその波の前にいる 」という視点の違いをとらえた。」， 。

発言を受け，この写真を表現する場合 「ウ」のような俳句をつくりたいという感想が，

多くの生徒から出た。その後，道路にかがみ込む二人の幼児を写した写真について，幼

児ならではの発想を思わせる語句をもとに様々な視点について考えることができた。

○ 写真に適した一語を考える学習

写真に適した一語を考えるワークシート資料３は，写真を見て， にどのよう□ 資料３

な言葉や語句を入れると様子を適切に言い

表すことができるかを考え話し合った際の

ワークシートである。音数にこだわらず語

句を考えていったことから 「星 「あか， 」，

り 「こんぺいとう 「登校班」などの」， 」，

様々な語句が出た。ただ，かわいらしさを

イメージした表現に偏りがちであったこと

から 「 雷』ではどうか 」と投げかけた，『 。

ところ 「おかしい 」という発言があっ， 。

たが 「たんぽぽの強さを表現したい 」， 。

と理由を添えると，その後 「花火 「電光」などの発言も聞かれるようになった。し， 」，

かし， の後に「のごとく」という言葉を添えてしまったために，語句が名詞等に限□

られてしまい 「ふんばるごとく 「手を取り合って」などのささやきもあったが，そ， 」，

こからの広がりに欠けてしまう面があった。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ ミニ句会

「この言葉が心に響いた 「この作品のよいところは 「質問したいこと」という」， 」，

三つの観点から作品を鑑賞した。特に 「この言葉が心に響いた」という観点は，作者，

である生徒が，十分に吟味した語句を友達が認めてくれたとの思いから，学習の成果を

実感したり，達成感をもったりする上で効果的であった。また，その語句を用いた意図

， 。を質問することで 鑑賞する側にとっても語句に対する理解を一層深めることができた

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・写真と俳句を関連付けた学習を設定したことで，生徒が具体的なイメージをもって，多

様な語句を検討していくことができた。

・１枚の写真を基に視点の違いをとらえる学習を設定したことで，視点の違いにより，様

子の言い表し方や用いる語句も違ってくることに気付くことができた。

， ，・様子を表す様々な語句について話合いを行ったことで 多様な語句を理解するとともに

語句を検討することの大切さに気付くことができた。

イ 今後の課題

理解した多様な語句を生活の中で活用していくことが大切である。今後は，日常生活や

他教科の学習においても，適切な語句を考え用いるための指導を継続するとともに，生徒

がさらに語彙を豊かにできるよう，類義語辞典などを活用するなどの機会を意図的に位置

付けた授業実践に努めていきたい。

蒲
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に
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□
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【授業研究４】 中学校第１学年「視野を広げる」

－叙述に即して主題を考え，自分の思いや考えを適切に表現するための学

習指導の在り方－

(1) 授業研究のねらい

登場人物の心情の変化や主題を読み取り，それに対する自分の考えや思いを一行詩で表現

する単元である。この単元では，とらえた内容を表現するために，用いる言葉を精選し，自

分の言葉で言い換えていくことができるようにすることをねらいとしている。

本学級の生徒は，文学的文章を読むことを好む傾向にある。そのため，文章を読んで，そ

の内容を読み取る活動に意欲的に取り組む生徒が多い。しかし，自分の考えや意見を文章に

したり，話したりすることについては，苦手意識をもっている生徒が多い。

そこで，生徒の実態を加味し，登場人物の心情や人間的な成長の跡を読み取ることが比較

的容易であり，登場人物の言動に共感したり，自分の考えを深めたりしやすい教材というこ

とを考え 「そこに僕はいた （東京書籍）を取り上げた。この題材を通して，生徒が書く， 」

ことに対して意欲的に取り組むとともに，事象や行為などを表す多様な語句について理解を

深め，文章の中の語彙についても関心をもてるようにしたいと考える。

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 登場人物の心情や作品の主題を考える学習

会話文を空欄にしたワークシートや場面の状況から 「本文に対する問い」と「問い，

に対する自分の考え」を明確にしながら，自分の体験や考えを十分にかかわらせること

ができる学習にする。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習〉

○ 一行詩の作り方や意義についての学習

一行詩による表現の仕方を段階的に示し，作り方の手順を理解できるようにする。ま

た，同じ題材であっても，多様な語句で表現できることに気付くようにする。比喩など

の表現技法を使うことで，イメージをふくらませることができることを確認する。

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 読み取った内容を一行詩で表す学習

作品の主題や登場人物の心情など，読み取った内容を題材にし，一行詩で表す学習を

行う。一行詩という短い表現方法を用いることで書くことに抵抗感をもつ生徒も，意欲

的に取り組むことができ，また，短い表現であるため自分の考えや思いを表す語句を吟

味するとともに，適切な表現技法を選択できるようにする。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 一行詩を発表し，解説や思いを聞く学習

， 。 ，作成した一行詩をグループ内で相互に発表し 解説や思いを聞く学習を行う さらに

一行詩に表した題材をイメージできる適切な語句が使われているかどうかを意識できる

ようにする 「その語句がもつイメージは 「別な語句はないのか 」などという観点。 。」， 。

からの意見交換の場を設定し，生徒の語句についての理解が一層深まるようにする。



- -18

(3) 授業の実践

ア 単元名 視野を広げる

イ 目標

○ 筆者のものの見方や考え方を確かめながら読み，自分のものの見方や考え方を広げよ

。 （ ）うとしている 関心・意欲・態度

， 。 （ ）○ 伝えたい事実や事柄 自分の考えや気持ちを明確にすることができる 書くこと

， 。 （ ）○ 文章の展開に即して内容をとらえ 主題を考えることができる 読むこと

○ 事象や行為などを表す多様な語句や文章の中の語彙について理解することができる。

（言語事項）

ウ 評価規準及び学習の計画

(ｱ)単元の評価規準

関心・意欲・態度 書くこと 読むこと 言語事項

・資料や身近な題材 主題や登場人物の ・文章に表れている ・事柄や心情などを・

からイメージした 心情を一行詩に書 ものの見方や考え 表す多様な語句に

ことを適切な言葉 き換えている。 方を理解し，自分 ついて理解し，効

で表現しようとし のものの見方や考 果的に表現してい（ ）作品

ている。 互いの一行詩を読 え方を広げている｡ る。・

（ ） （ ）（発表・ワークシート 発表・ワークシート 発表・ワークシートみ合い，表現の仕

方やものの見方・・自己評価表）

感じ方について自

分の表現の参考に

している。

（ ）発表・ワークシート

(ｲ)学習計画（５時間扱い）

次 時 学 習 活 動 ・ 内 容 関 書 読 言

一 １ 教材文を読み，学習の見通しを立てる。 ◎ ○

２ 会話文を中心に登場人物の心情を読み取る。 ◎ ○

３ 作品の構成や展開を正確にとらえ，主題をとらえる。 ◎

二 １ 主題や登場人物の心情を一行詩で表す 本時１／２ ◎ ○。 （ ）

２
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エ 本時の指導

(ｱ) 目標 主題や登場人物の心情について，感じたことや考えたことを明確に表現するこ

とができる。

(ｲ) 準備・資料

本文プリント，ワークシート，掲示資料

(ｳ) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価（※は評価）

１ 本時の学習課題を確認する。 ○ 前時の学習内容を確認し，本時の学習課
題を明確にして，見通しをもって取り組め

主題や「僕 「あーちゃん」の気持 るようにする。」，
ちを一行詩で表そう。 ○ 主題や登場人物の心情等について振り返

， 。り 一行詩の題材を想起できるようにする
，２ 表現の仕方について考える。 ○ 一行詩による表現の仕方を段階的に示し

○ 題材からイメージする語句を考え 作り方の手順を理解できるようにする。
る。 ○ 同じ題材からであっても，多様なイメー

ジや語句があることに気付くようにする。
○ イメージした語句を使って一行詩を ○ 比喩などの表現技法を使うことで，イメ
作る。 ージをふくらませたり，強調したりするこ

とができることを確認する。
３ 各自で一行詩を書く。 ○ 一つの題材にこだわらず，様々な題材か

。ら多様な語句をイメージできるようにする
○ 比喩などによる言い換えやオノマトペな
どについても意識できるようにする。

※ 主題や登場人物の心情を題材として，一
行詩を書くことができる。

（ ， ）ワークシート 観察
○ 題材を決められない生徒には，主題等に
ついて振り返るよう助言する。

○ 題材からイメージを広げられない生徒に
は，イメージマップを作成してみるよう助
言する。

○ 書き終わった生徒には，自分の考えや思
いが「こだわりの言葉」によって明確に表
現できているか見直すよう助言する。

○ 見直しが終わった生徒に対しては，一行
詩をつなげて，詩を作るよう助言する。

，４ グループ内で相互に発表し合い，意見 ○ 友達の作品のよさを中心に話合いを行い
交換を行う。 さらによいものにするにはという視点でア
○ アドバイスをもとに自分の作品を見 ドバイスするよう助言する。
直す。 ○ 題材からイメージした語句が適切に表現

○ 各自，完成作品を作る。 されているかを意識できるようにする。ま
た，より豊かに表現するために，表現技法
についても検討するよう助言する。

５ 本時の学習を振り返り，次時の学習を ○ 自分のものの見方や考え方について振り
確認する。 返り，次時の学習につながるようにする。
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(4) 授業の分析と考察

（ ）ア 学習の目的や見通しをもつための工夫 資料１ 会話文を空欄にしたワークシート 一部

○ 登場人物の心情や作品の主題を考える学習

資料１は，場面ごとに登場人物の心情を考

えるために，会話文を空欄にしたワークシー

トである。展開に沿って会話を想像していっ

たことで，登場人物の心情を具体的に考える

ことができた。また，本文中の「謎となる表

現」に着目し 「本文に対する問い」と「問，

いに対する自分の考え」を作成する学習を行

い，作品の主題について考える手がかりとし

た。この学習により，生徒は登場人物の言動

に共感したり反発したりしながら，登場人物

間の相互理解による友情の深まりや，さらに

人間的な成長についても読み取ることができ

たと考える。
イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習〉

○ 一行詩の作り方や意義についての学習

（ ）資料２は，一行詩の作り方について学習し 資料２ 一行詩の作り方の学習の板書 一部

た際の板書の一部である。一行詩による表現

の仕方を段階的に示し，作り方の手順も理解

できるようにした。まず，本文からイメージ

する語句として「星」を取り上げ 「星」を，

比喩を使ってどう表現するか検討し 「星は，

宝石のようだ 」とした。さらに光るイメー。

ジから「キラキラ光る空の 」とつなげ，

「キラキラ光る」ものから「命」を連想した

生徒の発言で，｢キラキラ光る空の命」となっ

た その後 青春 父 母 友 授。 ，「 」，「 」，「 」，「 」，「

業」を題材とした一行詩の例を提示し，比喩などの表現技法を使うことで，イメージを

ふくらませることができることを確認した。しかし，生徒は，この学習から比喩や倒置

法などの表現技法やオノマトペなどに対する意識を強めてしまったことから，多様な語

句を意識できる学習を検討する必要があると考える。

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 読み取った内容を一行詩で表す学習

資料３は，作品の主題や登場人物の心情など，読み取った内容を題材にし，一行詩で

。 ，表す学習の際に用いたワ－クシートである 主題や登場人物の心情等について振り返り

一行詩の題材を想起できるようにした。この学習を通して，生徒は，読み取った内容に

ついて再度考え，また，自分の表現が，自分の考えや思いを表すものとして適切かどう

※
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かを考えることができた。しかし，自分の考えや思いを適切に表現するための言葉につ

Ａ子の一行詩作成ワークシート（一部）いては，十分に吟味したとはいえず，今後 資料３

の課題であると考える。生徒の感想では，

「一行詩に使う言葉選びが難しかった ，。」

「 。」ぴったり合う表現が見つからなかった

など，表現することの難しさを挙げる生徒

が多かったが，その反面，初めて行った一

行詩作りについては 「難しかったけど，，

。」 。おもしろかった などの感想も見られた

短い言葉で表現することを通して，文章に

表れているものの見方や考え方を理解し，

自分なりに表現の言い換えをすることがで

きた結果であると考える。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 一行詩を発表し，解説や思いを聞く学習 資料４ 完成したＡ子の詩

自分が作成した一行詩をグループ内で発表し，自分の

思いがうまく伝わるか，相互に検討した 「登場人物の。
気持ちになりきったほうがいいよ 「もっと具体的な。」，

方が分かりやすいよ 「倒置法を使えば 」など一行。」， 。

。 ，詩の作成についてのアドバイスが活発に行われた また

生徒の感想では 「たくさんの人の一行詩を聞けてよか，

った 「友達の一行詩を参考にできた 」等の記述が。」， 。

あり，相互の鑑賞を自分の表現の参考にしたり，推敲に

役立てたりすることができたと考える。しかし，前述の

通り，生徒の意識が表現技法などに偏ってしまったこと

から，鑑賞の観点を明確に示し，語句に対して吟味する

意識をより高める必要があると考える。

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・一行詩という短い表現方法を用いたことで，生徒の書くことへの抵抗感を軽減するとと

もに，表現活動への意欲を高めることができた。

・自分が読み取ったことを，適切な語句を吟味しながら書き換える学習を行ったことで，

文章に表れているものの見方や考え方を一層深く理解するとともに，自分の考えを深め

ることができた。

・相互に鑑賞し合い，題材からイメージした語句が適切に表現されているかを検討したこ

とで，様々な語句や表現を自分の表現に生かすことができた。

イ 今後の課題

今後は，継続して言葉を吟味して表現する機会を意図的に設けるとともに 「対象から，

何かを発見する力」や「自分なりに表現する力」を高められるよう 「読むこと」と「書，

くこと」を関連させた授業実践に努めていきたい。
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【授業研究５】 高等学校第２学年現代文「地震災害への意見文を通じて過去・現在・未来

をつなぐ」

－情報を収集して整理し，自分の意見を進んで表現するための学習指導の

在り方－

(1) 授業研究のねらい

地震というテーマに基づいて，情報を収集して整理し，地震災害の現状や課題を示しなが

ら，今後の対策について自分の意見を表現する単元である。この単元では，情報を単に収集

し羅列するのではなく，必要な情報を適切に収集するとともに，自分の意見を述べるために

その情報の形や内容を整理した上で表現することをねらいとしている。

本学級の生徒は，目的や課題に応じてインターネット等の情報通信ネットワークを活用し

て，情報を検索したり収集したりすることには慣れている。しかし，その情報をもとに意見

や報告をまとめる際には，収集した情報の中から必要なものを取捨選択したり，内容を十分

に考察したりせず，安易に羅列しがちな傾向がある。

そこで，生徒が，収集した情報の中から必要なものを取り上げ，その情報をもとに自分の

意見の視点を明確にして，意見と情報とを再構成して表現できるようにしたいと考える。

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 「方丈記（元暦の大地震 」と「新聞社説」の比較読み）

第１学年での「方丈記 （第一学習社）の学習を踏まえ，過去に起きた大地震の様子」

を記した「方丈記（元暦の大地震 （新潮日本古典集成）と2007年７月に発生した中）」

越沖地震についての「新聞社説 （朝日新聞 19.7.17）との比較読みを通して，過去」 H

と現在との大地震の類似点や相違点について考える。このことにより，現代に至るまで

変わらぬ災害を引き起こしてきた地震に関心をもち，現在の問題点を探るという目的を

もって学習に取り組むことができるようにする。

イ 自分の考えを適切に表現するための学習の工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 構成を整理するワークシートを活用した学習

収集した情報や自分の意見，また意見を述べる際の構成を整理することができるワー

クシートを作成し，活用する。このことにより，必要な情報とそうでないものとを視覚

的にとらえ，自分の意見を述べるための文章構成を容易に考えられるようにする。

資料１ 単元の流れ （Ａ～Ｆは情報を整理するためのワークシートの項目）

Ａ資料『方丈記』 比 較 読 み Ａ資料『新聞社説』
Ｂ具体的な被害例 Ｂ具体的な被害例

ブレインストーミング

Ｃ被害が発生した原因 情 報 の 整 理
Ｄ地震対策のためにどのよ 情報の収集･整理･再構成･発信
うな道具を使えばよいか 意 見 の 交 換

Ｅ被害や復興状況はどのよ
うに改善されるか 意見文の視点設定

（意見の発信先・キーワード・タイトル）
Ｆ道具が実現されるだろう
根拠（インターネットな 意 見 文 の 作 成
どから得た新しい情報）
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○ 自分の意見の焦点化を図る意見交換

「方丈記」の中の，建物が倒壊し，塀の下敷きになって子が亡くなった例から，この

地震は震度６の被害にあたるという事実をグループで確認した上で，比較読みに入る。

知り得た地震の被害例やいまだに解決できない課題，現在の問題点，また自分が考える

対策などについてブレインストーミングする意見交換の場を設定する。自由な意見交換

をすることで，地震に対する理解を深めるとともに，自分が取り上げたい課題や自分の

意見について一層焦点化を図ることができるようにする。

○ インターネット等から情報を収集する学習

自分が取り上げたい課題や自分の意見の焦点化を図った上で，さらに説得力がある意

見をもてるよう必要な情報をインターネット等から収集する。地震にかかわる情報を無

作為に収集するのではなく，自分の意見を述べるための適切な情報という視点に立って

情報を収集できるようにするためである。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 生徒相互での読み合いと相互評価

生徒それぞれが書いた意見を相互に読み合い，文章の構成や内容，説得力などについ

ての相互評価を行う。このことにより，自分が学習した内容や成果を実感としてとらえ

ることができるようにする。

(3) 授業の実践

ア 単元名 地震災害への意見文を通じて過去・現在・未来をつなぐ

イ 目標

○ 情報を整理し，自分の意見をまとめようとしようとしている （関心・意欲・態度）。

○ 根拠を明らかにしながら，自分の意見をまとめることができる。 （書く能力）

。（ ）○ 相手に分かりやすく伝えるための語句や構成を理解することができる 知識・理解

ウ 評価規準及び学習の計画

(ｱ) 単元の評価規準

(ｲ) 学習計画（７時間扱い）

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・課題に応じた情報を収集し，整 ・収集した情報を整理し，適切な ・自分の意見を述べるための適切
理したり取捨選択したりしよう 情報を取り上げながら自分の意 な語句や分かりやすい構成を理
としている ワークシート 見の視点をもっている。 解している。。 （ ）
・自分の意見を明確にしようとし ・自分の意見を根拠を明らかにし （ワークシート・意見文）
ている ワークシート・観察 て述べている。。（ ）

（ワークシート・意見文）

次 時 学 習 活 動 ・ 内 容 関 書 知
一 １ 方丈記 元歴の大地震 をグループで訳し 災害の状況を読み取る ○「 『 』」 ， 。

２
３ 中越沖地震について書かれた新聞社説を読み 地震の被害について知る ○， 。
４ 「方丈記」と「新聞社説」との比較読みをする。 ◎ ○

二 １ 読み取った内容や意見について ブレインストーミングを行う 本時 ◎ ○， 。（ ）
２ 意見文に取り上げる情報や構成を検討し，意見文を作成する。 ◎ ○

三 １ 意見文を作成する。 ○ ◎
生徒相互で読み合い，相互評価を行う。
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エ 本時の指導

(ｱ) 目標 意見交換を通して，収集した情報を整理し，自分の意見を明確にできる。

(ｲ) 準備・資料

「方丈記『元暦の大地震 「新聞社説（朝日新聞 2007.7.17 ，ワークシート』」， ）」

(ｳ) 展開

学習活動・内容 指導及び支援・評価 （※は評価）

１ 学習課題を確認し，本時の学習内容を ○ 第一次１～３時までに確認した内容を板書し，

確認する。 過去の地震と現在の地震の類似点や相違点を再度

確認できるようにする。

二つの地震をもとにブレインストー ○ 本時は，取り上げたい課題や自分の意見文の視

ミングをし，自分の意見文の視点を明 点を明確にしていくことが目的であることを助言

確にしよう。 し，明確な方向性をもって意見交換ができるよう

にする。

２ 「方丈記」と「新聞社説」に書かれた ○ 地震発生時に，どのような被害が起こることが

具体的な被害や自分の意見について，グ 問題なのかを具体的に考えることで，その対策に

ループでブレインストーミングをする。 ついての自分の意見の焦点化を図ることができる

ようにする。

３ 意見交換で出た新たな事実や意見をワ ○ グループでのブレインストーミング後，元暦の

ークシートにまとめる。 大地震と中越沖地震の類似点や相違点について新

たに知った事実や生徒それぞれの意見を発表し，

情報の共有化を図る。

※地震に対する理解を深め，書きたい内容を明確に

できたか （ワークシート，観察）。

○ 自分の意見文の視点を焦点化できない生徒に対

しては，過去と現在の地震の類似点に注目し，地

震の被害を最小限に抑えるためにどのような対策

が必要かを考えてみるとよいことを助言する。

○ 取り上げたい課題や自分の意見文の視点を明確

にできた生徒に対しては，どのような構成でそれ

を述べると分かりやすいのかを考えてみるよう助

言する。

○ さらに，被害防止や復興の改善のために有効な

道具や技術について意見交換を行い，次時からの

意見を書く際の参考にできるようにする。

４ 次時の学習課題を確認する。 ○ 次時の学習内容や意見文の作成方法などを確認

し，生徒が事前に計画を立てられるようにする。
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(4) 授業の分析と考察

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 「方丈記（元暦の大地震 」と「新聞社説」の比較読み）

資料２ 抽出生徒のメモ資料２は，抽出生徒が「方丈記（元暦の大地

震 」と「新聞社説」の比較読みから類似点と）

相違点を箇条書きにしたメモである。建物の被

害状況等の類似点とともに，原子力発電所や電

気，ガス等の現在の新たな課題を見付け出して

いる。さらに，本生徒は地震の際に大切な対策

として 「建物崩壊」に着目するなど，比較読，

みを通して，自分の意見をまとめるための視点

や課題を明確にすることができた。他の生徒も，同様に類似点や相違点から取り上げた

， 。い課題や視点を明確にすることができたことから 比較読みは効果的であったと考える

イ 自分の考えを適切に表現するための学習の工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 構成を整理するワークシートを活用した学習，自分の意見の焦点化を図る意見交換

インターネット等から情報を収集する学習

資料３ 抽出生徒のワークシートの記載内容資料３は，グループで

の意見交換後の抽出生徒

のワークシートの記載内

容である。本生徒は，比

較読みの段階から｢建物

，の倒壊｣に着目しており

資料４のグループでの意

見交換を通して，単なる

「建物の倒壊」への関心

から 「建物の下敷きに，

なった人の救出」へと自

分が取り上げたい課題を

資料４ グループでの意見交換での主な発言内容明確にした。さらに，自

分が取り上げたい課題を

踏まえ，インターネット

等での情報収集を行った

ことで，救助ロボットに

ついての例を取り上げる

など自分が意見を述べる

際に必要な具体的な情報

を適切に収集することが

できた。資料５は，本生

徒が記載したＢからＦを

方丈記 新聞社説
・震度６強 ・震度６強
・震源 滋賀 ・震源 新潟
・木造建築倒壊 ・古い木造建築倒壊

・エコノミークラス
症候群

・原発の火事
・放射能を含んだ水
が漏れる

・電気，ガス，水道
が広範囲で止まる

Ａ地震被害 方 丈 記 方 丈 記 方 丈 記
例の載る ○新聞社説 ○新聞社説 ○新聞社説
資料 そ の 他 そ の 他 そ の 他

Ｂ具体的な 家などの倒壊・建物倒 原子炉の火事 道路が寸断，建物が崩
地震の被 壊 れた
害例

Ｃ被害が発 地震による揺れ，建物 想定を大幅に上回る揺 耐震強度不足
生した原 の強度が弱い れが観測されたこと
因

Ｄ地震対策 倒壊した建物の下敷き 人工衛星による調査な 地震予知器
のためど になった人の救出・探 どから危険地域を調
のような 索 べ，警戒地域には建て
道具や技 ない。万全に万全を尽
術を使え くす
ばよいか

Ｅ被害や復 助かる人多くなる・復 二次災害や住民の不安 前もって準備ができる
興状況は 興が早くなる をなくすことができる ため，被害を最小限に
どのよう 抑えられる
に改善さ
れるか

Ｆ対策の道 ネットで調べた救助ロ 予知器は今現在あるら
具・技術 ボットの具体例 しい
が実現さ
れるだろ
う根拠

・地震そのものはいつの時代も全然なくならないし，あるところでは何度
も地震があるみたいだ。

・山崩れなど自然に対する災害や建築物への被害は過去も現在も変わらな
い。

・原発の放射能漏れなど，現代では逆に過去になかった新たな被害が出て
いる。

・今年(2007年)10月から地震予測が始まるとＣＭで言っていたが，３秒前
では何もできない。

・死んじゃった子（ 方丈記 ）がかわいそう。両親の悲しみは現在でも変「 」
。 ， 。わらないと思う 今回も塀の下敷きになった人がいて 同じだなと思う

・昔はどこに避難していたのだろう。今は体育館に避難したりして，エコ
ノミー症候群になってしまったりしている。

・今回の新潟は高層ビルがないところでの地震だったが，東京やこのへん
（茨城）であったらどうなるのか考えると怖い。
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。「 」 「 」 「 」再構成した意見文である 方丈記 と 新聞社説 の比較読みをもとに着目した Ｂ

， 「 」「 」の部分を問題提起とし 続いて意見交換によって新たに知ったことを含めた Ｃ と Ｄ

を整理し問題点を指摘し 「Ｅ」の意見へとつなげた。さらに最後に 「Ｅ」の意見の， ，

根拠とするためにインターネットから収集した情報である「Ｆ」を付け加え 「今，地，

震が起きた時のことを考えるべきだ 」との意見へと結び付けた。他の生徒についても。

同様に意見をまとめていったことから，グループでの意見交換と本ワークシートの活用

は，自分の意見を整理し再構成する上で効果的であったと考える。しかし，意見交換の

際のそれぞれの発言の羅列だけになってしまった生徒もいたことから，今後は，さらに

意見交換の目的を明確に意識できるようにすることが必要であると考える。

※資料内のＢ～Ｆは，ワークシートの項目Ｂ～Ｆに対応資料５ 抽出生徒が書いた意見文

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 生徒相互の読み合いと相互評価

生徒相互にそれぞれの意見文を読み合う中で 「言いたいことがよく分かる 「根， 。」，

拠がしっかりと書かれていてよい 「新たな対策などが分かっておもしろかった 」。」， 。

などの発言が聞かれ，生徒は学習した成果を実感できたと考える。しかし，文章の内容

や構成から離れた単なる感想のみの発言も見られたことから，今後，相互評価を行う際

には 「何について発言すればよいのか」などの学習のねらいに即した観点を明記し，，

生徒が具体的かつ効果的な相互評価を行える学習を検討する必要があると考える。

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・ 方丈記」と「新聞社説」との比較読みを行ったことで，地震に対する関心を高めると「

ともに，自分の視点や取り上げたい課題を明確にすることができた。

・意見交換等を通して自分の意見を整理した上で，インターネット等による情報収集を行

ったことで，自分の意見を述べるために必要な情報を収集することができた。

・自分の意見や事実等を整理できるワークシートを作成，活用したことで，自分の意見を

再構成し，構成の整った文章を書くことができた。

イ 今後の課題

叙述の展開の仕方や文の長短などを含めた様々な文章構成や使用する適切な語句など，

生徒がさらに自分の意見を効果的に伝えるための方法等を理解し，自分の表現活動に生か

， 。していくことができるようにする学習指導について検討し 授業の実践に努めていきたい
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【授業研究６】 高等学校第３学年現代文「遺伝情報から解放される生き方の模索」

－筆者が掲げる問題提起に対する自分の主張を適切に表現するための学習指

導の在り方－

(1) 授業研究のねらい

「 」（ ） ， ，遺伝子解読の不安 桐原書店 を読み 筆者の問題提起と主張とを理解するとともに

読み手を納得させるために問題提起と主張との間をどのような論理の展開でつないでいるの

かを考察する。その後，筆者と同様の問題提起を冒頭に位置付け，筆者とは別の観点から情

報を収集し，根拠を明らかにした上で，筆者の論理の展開を用いて自分の主張を立論する小

論文を書く単元である。この単元では，必要な情報を選択し，それらを再構成できるように

するとともに，論文の構成を理解できるようにすることをねらいとしている。

本学級の生徒は，論説文や小説などの文章を読むことには慣れている。しかし，自分の主

張を立論する文章を書くことについては，主張に合致しない根拠になってしまったり，説得

力に欠ける根拠になってしまったりしがちである。

そこで，生徒が，収集した情報をもとに根拠を明らかにした上で，自分の主張を立論でき

る一貫性のある文章を書くことができるようにしたいと考える。

(2) ねらいに迫るための具体的手立て

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 筆者と同様の問題提起からの自分の主張の立論

筆者が掲げた問題提起について，筆者とは別の観点から根拠を挙げ，筆者と同様の論

理の展開で自分の主張を表現していく学習を設定する このことで 必要感をもって 遺。 ， 「

伝子解読の不安」を読めるようにするとともに，説得力のある小論文の書き方を身に付

けるという目的をもって学習に取り組むことができるようにする。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 本文の構成をワークシートに整理する学習

本文の構成と筆者が掲げている根拠とを整理して記入するワークシートを作成，活用

し，筆者の論理の展開や内容を具体的にとらえた上で，自分の小論文に生かすことがで

きるようにする。

○ 根拠となる情報を収集し整理する学習

筆者が掲げている根拠に対し 「自分ならば」という観点から，筆者とは違った根拠，

を考える学習を設定する。根拠を考えるにあたっては，視点があいまいになってしまっ

たり，情報収集のための資料が煩雑になってしまったりしがちである。そこで，根拠と

， 「 」 ， ，するのは 筆者が根拠とした学問領域とは別の 学問領域 とすること 情報収集には

インターネット上のフリー百科事典のみを使用することを条件とする。

○ 情報の整理と再収集，原稿の作成をコンピュータ上で同時に行う学習

「インターネットから収集した情報を100字程度で要約したもの 「フリー百科事典」，

の画面 「本文の構成と根拠とを整理する際に用いたものと同様のワークシート（ワ」，

ープロソフト 」の三つを，資料１のように，コンピュータの画面上に並べた状態で自）

分の考えをまとめるようにする。このことにより，要約した文章の必要な箇所をワーク
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関心・意欲・態度 書くこと 知識・理解
・読み取ったことをもとに，遺伝 ・主張に必要な情報を収集し，自 ・小論文としてふさわしい言葉を
子解読の観点から意見をまとめ 分の言葉で要約している。 考え，選択している。
ようとしている。 （ワークシート） （ワークシート・小論文）

（ワークシート・観察） ・主張の部分と一貫した根拠を明 ・小論文を書くのに必要な考察の
確にした文章を書いている。 型や文章展開の型を理解してい

（小論文） る。
（ワークシート・小論文）

「ワークシート」の画面

新たな調査や情報収集に対応

・○○○○ 。○○○○○○

・××××××××××。

「インターネット上のフ

リー百科事典」の画面

「得た情報を自分の言葉で

整理した要約文」画面
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資料１ 三つの画面を並べたコンピュータシート上に容

易に複写した

り，新たに調

査や収集をし

なければなら

ない情報をす

ぐに手に入れ

られるように

する。また，

コンピュータ

上に直接入力

していくこと

で単元の終末

における相互

評価の際に，完成したものを複数の生徒に一斉に配信できるようにする。

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 小論文の相互評価 資料２ 相互評価シート

生徒相互で完成した

小論文を読み合い，資

料２にある相互評価シ

ートを用いて，本単元

のねらいに関連する五

つの評価項目について相互評価を行い，自分の小論文の完成度を読み手の立場から客観

的に振り返ることができるようにする。また，さらに改善するとよい点などについて意

， 。見交換を行い 自分の小論文がよりよいものになっていくことを実感できるようにする

(3) 授業の実践

ア 単元名 小論文を書こう「遺伝情報から解放される生き方の模索」

イ 目標

○ 自分の特徴や個性を見つめ直し，遺伝子解読が自分の在り方に及ぼす影響について考

えようとする。 （関心・意欲・態度）

○ 必要な情報を収集，要約した上で，根拠を明確にした説得力のある小論文を書くこと

ができる。 （書くこと）

○ 小論文の構造や形式，表現に適した言葉を理解することができる。 （知識・理解）

ウ 評価規準及び学習計画

(ｱ) 評価規準
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(ｲ) 学習計画（７時間扱い）

エ 本時の指導

(ｱ) 目標 前時にまとめた 学問領域 の要約をもとに 根拠となる部分を整理し 立「 」 ， ，「

論ワークシート」を完成させることができる。

(ｲ) 準備・資料

立論ワークシート①（筆者の論理の展開を整理したもの ，立論ワークシート②（自）

分の根拠を整理していくもの ，根拠となる情報の要約文，コンピュータ）

(ｳ) 展開

次 時 学 習 活 動 ・ 内 容 関 書 知

一 １ 「遺伝」について知っていることを挙げ 「遺伝子解読の不安」という ◎，
題名から想像できる内容を列挙し，主題を考える。

， 「 」 「 」 。第１段落を読み 提起されている 問題 と筆者の 主張 をとらえる

２ 第２段落を読み，論理の展開をとらえる。 ◎ ○

３ 第３，４段落を読み，論理の展開をとらえる。 ◎ ○

二 １ 自分が志望する学問領域を核として，筆者の主張に反論できないかどう ◎ ○
２ かを考える。

根拠となる情報を収集し，自分の言葉で要約する。

３ 自分の小論文の根拠となる部分を考え，整理する （本時） ◎ ○。

４ 600字の小論文を作成する。 ◎ ○

学習活動・内容 指導上の留意点，評価（※は評価）

１ コンピュータを立ち上げ，各自のデ ○ サーバにアクセスし，予め設定したフォルダか
ータ（100字要約文）を開く。 ら自分のファイルを探して，コンピュータに取り

込む。
○ 「立論ワークシート」をサーバから生徒の端末
へ一斉送信する。

２ 学習課題を確認する。 ○ 筆者の結論の裏付けとなる根拠を確認し，論理
の展開や書き方などを参考に，自分の文章を書く

自分の主張を説明するための根拠 ことができるようにする。
を整理しよう。 ○ 「外部 「社会的 「後天的」という言葉を」， 」，

用いるとまとめやすいことを助言する。
３ 「立論ワークシート」の「根拠」を ○ 「問題提起」と「主張（ 遺伝情報から解放さ（
完成させるための視点を確認する。 れているという結論 」をつなぐ文章を考えるこ）

とを再確認し，一貫した文章を書くことができる
各自の「立論 （志望する学問領 ようにする。」

域）にどのような特徴があれば遺伝 ※要約した文を整理し 「立論ワークシート」に根，
。（ ）に支配されていないことが証明でき 拠をまとめることができたか ワークシート

るか。 ○ イメージがわかない生徒に対しては，ヒントシ
ートを用意し，配布する。

４ 根拠となるものを文章化する。 ・ 岩井克人立論ワークシート」「
・ 心理学見本」「

○ 終わってしまった生徒に対しては，さらに小論
文に適した言葉や表現がないかを考えるよう助言
する。

５ 文章化した根拠を生徒相互で読み合 ○ 相互評価を行うことで，自分の書いた文章を読
い，相互評価する。 み手の立場から客観的に見ることができるように

する。
○ さらに改善するとよい点などについて意見交換
をし，次時で小論文を書く際の参考にできるよう
にする。

６ 本時でまとめた 立論ワークシート ○ 必要事項を入力し，サーバへ保存する。「 」
をデータで提出する。
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(4) 授業の分析と考察

ア 学習の目的や見通しをもつための工夫

○ 筆者と同様の問題提起からの自分の主張の立論

主張を裏付けるための筆者の論理の展開を参考にするとともに，筆者と同様の問題提

起から小論文を書く学習を設定したことで，生徒は 「何について 「どのように」書， 」，

けばよいのかを明確にして学習に取り組むことができた。また，自分が志望する学問領

域を根拠の部分に据えたことから，生徒は興味をもって学習に取り組むことができた。

イ 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

○ 本文の構成をワークシートに整理する学習

資料３のように，本文の構成を視覚的にとらえるとともに，筆者が根拠としている事

， 。実とその述べ方を整理したことで 筆者の論理の展開を具体的にとらえることができた

資料３ 立論ワークシート①（本文の構成と筆者の根拠とを整理したもの）

○ 根拠となる情報を収集し整理する学習

資料４ 要約するための見本（心理学）根拠にかかわる情報収集の視点や

方法を焦点化したことで，生徒は，

一貫した方向性をもって，情報を収

集することができた。しかし，収集

した情報を整理し，要約する段階に

おいては，学習を円滑に進めること

ができない生徒もいたことから，資

（ ）料４の要約するための見本 心理学

を示した。これにより，生徒は，自

分が収集した学問分野についての要

約を完成させることができた。

心
理
学
に
関
す
る
学
問
分
野
は
い
ず
れ
も

感
覚
知
覚
、
行
動
、
知
能
、
感
情
な
ど
を
扱

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
機
能
し
て

い
る
の
で
は
な
く
「
心
」
を
構
成
す
る
要
素

と
し
て
不
可
分
で
あ
る

「
心
」
は
遺
伝
情

。

報
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
存
在
で
、
そ
の
影

響
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば

「
喜
怒
哀
楽
」
と
い
う
精
神
作

、

用
は
、
人
間
が
生
ま
れ
て
生
育
し
た
過
程
で

育
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
備
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い

「
泣

。

」

、「

」

く

と
い
う
動
作
は

お
な
か
が
す
い
た

「
お
む
つ
が
ぬ
れ
て
不
快
だ
「
怖
い
「
辛

」

」

」

、

い
等
の
意
志
を
表
示
す
る
手
段
で
あ
る
が

こ
れ
は
「
本
能
」
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
情
報
に

拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し

「
悲
し

、

さ
「
寂
し
さ
「
嬉
し
さ
」
に
よ
っ
て
涙
が

」

」

流
れ
る
の
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
家
族
と
い

う
外
部
の
環
境
に
培
わ
れ
た
精
神
活
動
を
拠

り
所
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
人
間
の
感
情
及
び
精

神
活
動
は
生
後
育
っ
た
環
境
の
中
で
生
育
す

る
も
の
で
あ
り
、
遺
伝
情
報
の
支
配
か
ら
解

放
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

立
論
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
岩
井
克
人
の
場
合
）

問
題
提
起

「
人
間
の
経
済
活
動
・
精
神
活
動
は
、
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
の
中
の
遺
伝
子
の
作
用
に
還
元
さ
れ
て

し
ま
う
の
か
」

（
遺
伝
情
報
に
よ
り
人
間
の
人
生
は
決
定
づ
け

ら
れ
る
の
か
）

立
論・

言
語
を
媒
介
と
し
て
集
団
を
形
成

･･

同
じ
言
語
を
話
す
こ
と
で
集
団
を
つ
く
る

・
法
を
媒
介
と
し
て
共
同
体
を
形
成

･･

法
に
従
う
こ
と
で
、
皆
が
共
存
で
き
る

・
貨
幣
を
媒
介
と
し
て
交
換
関
係
を
形
成

･･

貨
幣
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
も
の

を
必
要
な
だ
け
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

根
拠「

言
語

「
法

「
貨
幣
」

」

」
････

外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

（
後
天
的
）

社
会
的
生
物
と
し
て
「
自
由
」
を
手
に
入

れ
る

ま
と
め

以
上
の
理
由
か
ら
人
間
の
人
生
は
，
遺
伝
情
報

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
，
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
。
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○ 情報の整理と再収集，原稿の作成をコンピュータ上で同時に行う学習

資料５ 生徒が整理した根拠要約した文章の必要な部分をすぐにワー

クシートに複写できたり，新たに必要と考

える情報を適宜調査，収集できたりしたこ

とから，生徒からは 「時間が短縮できて，

よい 「打ち間違いがなくてよい 」な。」， 。

どの声が聞かれ，生徒は学習を効率よく進

めることができた。また，単元の終末で小

論文を作成する際にも，保存した文書をそ

のまま活用できたり，容易に推こうできた

りした。資料５は，資料３と同じ形式のワ

， 。ークシートに生徒が整理したものの中から 根拠にかかわる部分を抜粋したものである

ウ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

○ 小論文の相互評価

完成した小論文を読み合い，資料２にある相互評価シートを用いて相互評価を行った

ことで 「自分の小論文が説得力があるものかどうかが分かった 「友達の意見を聞， 。」，

いて推こうしたら，筋の通った小論文になった 」などの声が聞かれ，生徒は，自分の。

学習の成果を実感することができた。資料６は，生徒が書いた小論文である。

資料６ 生徒が書いた小論文

《筆者とは逆の主張を述べた小論文》 《筆者と同じ主張を述べた小論文》

(5) 授業研究の成果と課題

ア 成果

・論説文をもとに，その構成と根拠の挙げ方を学習し，それを自分の小論文を書く際の参

考にしたことで，説得力のある小論文について理解することができた。

・筆者が掲げた問題提起に対して，自分の立場から小論文を書いたことで，書く方向性を

明確にするとともに，筆者の根拠の妥当性を客観的に考えることができた。

・コンピュータを活用したことで，学習を円滑に進めることができた。

イ 課題

今後は，生徒自身が身の回りの事象に対して問題意識をもち，そこから取り上げた問題

に対して自分の論を展開し，主張していくという，社会人として必要な能力を見据えた学

習に発展させていきたい。

人
間
の
精
神
活
動
は
遺
伝
子
の
作
用
に

還
元
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

哲
学
と
い
う
学
問
と
は
、
前
提
、
問
題

点
の
明
確
化
、
概
念
、
命
題
の
整
理
な
ど

の
様
々
な
主
題
を
、
理
性
的
な
独
自
の
思

考
を
通
じ
て
論
じ
る
学
問
で
あ
り
、
そ
の

た
め
、
個
人
や
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
や
得
た
知
識
か
ら
、
独
自
の
思
考
法
を

導
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
一
卵
性
双
生
児
で
あ
ろ
う
と
、

学
校
の
ク
ラ
ス
や
友
達
な
ど
の
後
天
的
な

違
い
に
よ
っ
て
、
思
考
法
や
価
値
観
は
変

わ
っ
て
く
る
。
遺
伝
子
の
中
に
あ
る
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
は
、
親
や
先
祖
の
記
憶
ま
で
は
持

た
な
い
し
、
個
人
や
集
団
の
、
知
識
や
価

値
観
、
思
考
法
と
い
っ
た
も
の
は
、
外
部

の
教
育
や
環
境
に
依
存
す
る
た
め
、
遺
伝

情
報
か
ら
は
開
放
さ
れ
て
い
る
。

哲
学
が
、
記
憶
や
体
験
を
土
台
に
し
て

成
り
立
つ
学
問
で
あ
る
限
り
、
哲
学
は
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
か
ら
は
独
立
し
た
自
由

を
持
ち
続
け
る
。

人
間
の
精
神
活
動
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の

中
の
遺
伝
子
の
作
用
に
還
元
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
？

経
済
学
は
資
本
主
義
・
貨
幣
経
済
に
お

け
る
人
や
組
織
の
行
動
を
研
究
す
る
も
の

。

、

が
中
心
と
な
っ
て
い
る

最
近
の
研
究
で

親
か
ら
の
遺
伝
が
人
間
の
能
力
や
性
格
や

行
動
パ
タ
ー
ン
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
を
決
定
す
る
遺

伝
子
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
人
や
組
織
の
行
動
を
研

究
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
遺
伝
に
よ
る
行

動
の
決
定
を
研
究
す
る
こ
と
に
密
接
に
関

係
し
て
い
る
は
ず
だ
。
た
と
え
ば
、
職
業

の
選
択
は
経
済
活
動
で
あ
る
。
近
年
、
遺

伝
学
の
進
展
に
よ
っ
て
、
職
業
の
選
択
を

左
右
す
る
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ

は
経
済
学
を
研
究
す
る
の
と
遺
伝
を
研
究

す
る
こ
と
が
、
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
言
い
換
え
ら
れ
る
。

こ
の
理
由
か
ら
、
人
間
の
活
動
は
遺
伝

情
報
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。

○
立
論
（
法
学
）

「
法
学
」
と
は
正
し
い
こ
と
と
正
し
く
な

い
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
り

「
司
法
」

、

と
は
具
体
的
な
争
訟
に
つ
い
て
、
法
を
適

用
し
、
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を

裁
定
す
る
国
家
作
用
で
あ
る
。

○
根
拠

人
は
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
法
」
に
よ

っ
て
律
さ
れ
る
こ
と
で
、
き
ま
り
を
守
る

と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
覚
え
、
善
悪

を
知
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
自
由
を
見
出

す
。
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た
自
由
は
単
一
の

も
の
で
は
な
く
、
各
々
異
な
っ
て
い
る
は

ず
だ
。
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３ 研究のまとめ

(1) 成果

① 学習の目的や見通しをもつための工夫

単元の終末における，報告書等の ・ 何のために 「だれに対して」「 」，

作成や発表会などの自分の学習成果 書くのかという目的を明確にして

を形にできる時間の設定 学習に取り組むことができた。

・学習していることが何につながる

のかを自覚しながら，意欲を持続

させて学習に取り組むことができ

た。

児童生徒自身の生活経験や思い， ・取り上げる話題を自分のこととし

興味・関心などを生かすことができ てとらえたり，内容を深く取り上

る学習の設定 げたりしながら，自分の考えを適

切に表現することができた。

② 自分の考えを適切に表現するための工夫

〈書くことの習慣化を図る活動〉

日常生活における出来事や自分の ・自分の生活を振り返ったり，書く

思いなどを継続して書き残す活動の ことに慣れ親しんだりすることが

設定 でき，書くことに対する抵抗感を

軽減することができた。

・出来事や自分の思いを適切に表現

するために，表記上の工夫をした

り，語句を検討したりするなど，

よりよい表現に対する認識を高め

ることができた。

〈得た情報を整理したり再構成したりし，発信する学習〉

多様な情報を収集したり，必要な ・得た情報を比較したり，取捨選択

情報を考えたりする時間の確保 したりしながら，自分の考えを十

分に膨らませることができた。

相手や目的を明確にした上で，ワ ・情報を羅列するのではなく，自分

ークシートや付せん紙などを用い の意見を述べる上で，必要な情報

て，情報を整理する学習の設定 を取り入れた文章を書くことがで

きた。
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情報を整理し，自分の立場から説 ・情報や文章を客観的にとらえると

明したり書き換えたりする学習の設 ともに，説得力のある根拠を検討

定 したり，自分の考えを明確にした

りすることができた。

〈語句を増したり語彙を豊かにしたりするなど語感を磨く学習〉

自分の思いや場面の様子などを適 ・語彙を増すとともに，語句を精選

切に言い表すための語句を考えた することの大切さを理解したり，

り，生徒相互で，その適切さについ 語句から受ける感覚などを身に付

て意見交換を行う学習の設定 けることができた。また，相手に

適切に伝えるための表現について

も理解することができた。

③ 児童生徒が学びの成果を実感するための工夫

完成した報告書や作品等に対し ・自分の報告書や作品等が認められ

て，他者から評価や意見を受ける場 たことで，自分の学習の成果を実

の設定 感し，成就感と達成感をもつこと

ができた。

完成した報告書や作品等を発表し ・自分の書いたものが他学年の児童

たり，公表したりできる場の設定 に認められたり，応募した作品が

入賞したりするなど，学びの喜び

を味わうことができた。

(2) 今後の課題

・作者や筆者の意図，表現方法，根拠等をとらえ，自分の立場から再構成するなどの「読

むこと」と「書くこと」との密接な関連を図った学習について検討していきたい。

・自分自身の生活や体験の中から課題を見いだし，その解決策や改善策について文章を書

くなどの日常生活や社会生活と結び付いた学習について検討していきたい。

・長文等を書くことを苦手とする傾向にある児童生徒の意識とその原因とを一層明確に洗

い出し，書くことに喜びを感じるとともに，書くことの習慣化を図ることができる手立

てについて検討していきたい。
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